
令和7年2月18日11時40分

2月17日からの強い冬型の気圧配置について（第2報）
（大雪による交通障害に注意・警戒。 ）

上空約1500mの気温-9度（大雪の目安）

予想天気図
（2月18日21時）

24時間降雪量 18日の最大値
青森県 酸ケ湯 (ｽｶﾕ) 55cm
福島県 桧枝岐（ﾋﾉｴﾏﾀ） 53cm
宮城県 駒ノ湯（ｺﾏﾉﾕ） 46cm
岐阜県 河合（ｶﾜｲ） 43cm
北海道 今金（ｲﾏｶﾈ） 41cm
群馬県 みなかみ 41cm

24時間降雪量
（2月18日10時まで）

＜ポイント＞ 日本付近には強い寒気が流れ込んで強い冬型の気圧配置となっている。北日本を中心

とした強風のピークは過ぎて暴風雪・暴風のおそれはなくなったが、大雪については昨日の見通

しから大きな変化はなく、19日(水)にかけて強い冬型の気圧配置が続いて本州の日本海側を中心

に大雪となる。その後は断続的に強い寒気が流れ込んで、冬型の気圧配置が数日続く見込み。

＜2月上旬の大雪との違い＞ 2月上旬に比べると上空の寒気がやや弱く降雪量の予想がやや少ないが、

冬型の気圧配置が数日続いて大雪が続くおそれがある。また、2月上旬は沖縄・奄美を除く広い範

囲で大雪となったが、今回は本州の日本海側を中心に大雪となる。

＜大雪＞ 普段積雪の多い所では、平年よりも積雪が多くなっている。東北地方から中国地方にかけ

ての日本海側を中心とした地域では、これから19日にかけて、山地を中心に平地でも大雪となる。

特に、近畿中部から東海地方にかけての普段雪の少ない地域（大阪府、京都府南部、滋賀県南部、

三重県、愛知県）でも大雪となり、平地でも積雪となる所がある。2月上旬の大雪で、積雪の多く

なっている地域ではさらに積雪が増えるため、大雪による災害発生の危険度が高まる。20日(木)

以降は、本州の日本海側を中心に大雪が断続的に続き、積雪がさらに増えるおそれがある。

＜防災事項＞ 大雪による交通障害に注意・警戒。積雪の多い地域では、なだれに特に注意。屋根か

らの落雪、電線や樹木への着雪にも注意。冬型の気圧配置が数日続くことから、最新の防災気象

情報に留意。

令和6年能登半島地震で損傷を受けた家屋では積雪の重みによる倒壊に注意。

【予想される24時間降雪量（多い所、単位:cm）】

地域
19日12時までの
24時間降雪量

20日12時までの
24時間降雪量

21日12時までの
24時間降雪量

北海道地方 40 40 20
東北地方 70 70 50
関東甲信地方 50 40 15
北陸地方 70 70 50

石川県能登山地 25 30 10
石川県能登平地 20 15 10

東海地方 50 40 20
近畿地方 50 40 30
中国地方 40 20 10

18日11時現在【警報級となる可能性のある期間】

（■可能性がある、■可能性が高い）

北海道地方 大雪

東北地方 大雪

関東甲信地方 大雪

北陸地方 大雪

東海地方 大雪

近畿地方 大雪

中国地方 大雪
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積雪の深さ 平年比
（2月18日10時）

新潟県魚沼市 守門（ｽﾓﾝ）
276cm (平年比 135 %）

福井県大野市 大野(ｵｵﾉ)
94cm (平年比 229 %）

福島県会津若松市 若松(ﾜｶﾏﾂ)
63cm (平年比 242 %）



週間天気予報（18日11時発表）

石川県能登 （気温：輪島市付近）


